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研究成果の概要（和文）：妊娠期の栄養状態が児の健康リスクと関係があることから、妊娠期の

栄養状態を客観的に評価する方法が重要である。そこで、出産時の胎盤サンプルの脂肪酸に着

目し、妊娠期の脂肪酸摂取の客観的な評価から栄養摂取状況の世代間比較を行った結果、胎児

期の客観的な栄養状況把握に活用し得る可能性が明らかになったため、リスクのある児での胎

児期の栄養環境の評価により、母子に適した栄養環境改善に将来的に寄与すると期待できる。 
 
研究成果の概要（英文）： 

Since nutrition during pregnancy affects the health of fetus, the objective assessment 
of pregnant women's nutrition is so important that we focused on the fatty acid 
analysis of the placenta to investigate the generation difference in nutritional situation 
of fatty acid intake during pregnancy. The results indicated the possible application of 
the method to the objective evaluation of fetal nutritional environment and the  
nutritional evaluation of the fetus with risks would hopefully contribute to the 
improvement of maternal-child nutrition in the future. 
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１．研究開始当初の背景 

 日本は先進国で唯一 20～30 代の若い女性

で痩せ（体格指数 BMI が 18.5 以下）が増加

している。そして、痩せた女性が妊娠し子ど

もを出産する際、栄養が不十分なため、生下

時体重 2500g未満で生まれる低出生体重児の

出生率も年々増加している。この低出生体重

児は、将来、高血圧や糖尿病など生活習慣病

発症リスクが明らかに高くなると数多くの

報告がある(1-5)。 

妊婦の栄養は胎児にとって重要で、妊娠前

からの充分な葉酸摂取が神経疾患である二
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分脊椎児出生リスクを軽減する報告(6) や、

妊婦の魚食（ω3 系の多値不飽和脂肪酸）摂

取が児のアレルギー疾患リスクを軽減する

報告（7）、妊婦の低栄養が児の統合失調症のリ

スクの一つであるとの報告(8)など、妊婦は胎

児の健康のためにも必要な栄養素をバラン

スの良く摂ることが望ましい。 

しかし、女子中高生対象の食育健診を実施

したところ、食物摂取頻度調査（FFQ）では

基準値を 100%として、イモ類、果実類、海

藻類、緑黄色野菜、その他の野菜が摂取基準

以下であること、一方、油脂類、菓子類、砂

糖類、肉類が大幅に基準値を超えており、全

体的に食物繊維やビタミン、ミネラル豊富な

食品が不足し、糖質や脂質が過剰であること

がわかった。 

 
２．研究の目的 

健康で元気な子どもを出産するためには、

母となりうる女性の痩せ防止と、自分に合っ

た適切な食事量の理解やバランス良く食べ

る食習慣を妊娠までに身につけることが必

要であり、妊娠後は、生まれた子の健康維持

のために必要な栄養素をしっかり摂取する

ことが重要である。そこで我々は、妊婦への

正しい食育を広めるために、妊娠期間に摂取

することが出生後の児へのリスクとなる栄

養素を把握し、将来的には、母子栄養環境改

善による生活習慣病の“萌芽期”ともいえる

胎児期からの健康リスクを軽減することに

よる一次予防、すなわち“萌芽期予防”を本

研究の最終目的としている。 

 現在、出生後の児のアレルギーをはじめ、

あらゆる疾患の発症と妊娠期間中の母体の

栄養状態の関係を検討するために、妊婦の栄

養摂取状況を把握する適切な方法が模索さ

れている。現在、（A）児の出生後、アレルギ

ーやその他の疾患が発症した時点で母親か

ら栄養摂取状況を聞き出す思い出し法、（B）

妊娠中の FFQ および出産後の胎盤などのサ

ンプルを保存し、出生児が成長後なんらかの

疾患と診断されてから保存サンプルを分析

する方法などが代表的な方法とされている。

ただこれらの限界として、方法 A は、疾患と

診断された時点で母親が妊娠期の食習慣を

正しく覚えているかどうかが評価しにくく、

方法 B は、サンプル保存が可能であっても疾

患の発症を確認するまでの時間の問題と疾

患の発症率が低ければ、妊娠期の栄養状態と

疾患との関係を評価することは難しい。そこ

で、我々は日本古来の風習により出生の記念

として個々に保管している臍帯を活用し、妊

娠期の栄養状態とリスクを客観的に評価す

る方法を新しく考案した。 

 まず、その評価法の妥当性の検討と、児の

健康リスクとの関係についての検討を行っ

たので報告する。                       

 

３．研究の方法 

 本研究は武庫川女子大学研究倫理委員会

にて承認を得て実施した。 

(1)出産後の妊婦への調査 

 研究の内容を理解し協力関係にある産婦

人科にて、医師によるインフォームドコンセ

ントにより協力が可能となった妊婦を対象

に、臨月の健診時の採血検査から総コレステ

ロール、HDL コレステロール、LDL コレステ

ロール、中性脂肪などの結果を開示してもら

い、採取した血清から脂肪酸を分析した。ま

た、出産後の安静時に管理栄養士の対面によ

る食物摂取頻度調査票(FFQｇ)とその他、母

と子の身長や体重などの聞き取りで調査を

行った。 

 (2)胎盤サンプルの栄養評価 

 胎盤サンプルは、出産時にその一部を採取

し 1～2cm の大きさでカットし、ID の書かれ

た円珍管に入れ、院内の冷凍庫にて保存した。



 

 

1 週間に 1 度の割合でサンプルを回収し、サ

ンプルの一部を利用してガスクロマトグラ

フィーにより組織中の脂肪酸の分析を行っ

た。その後、食事調査やアンケート調査の結

果との関係について解析を行った。 

(3)保管された臍帯の栄養評価 

 2 年目から協力の得られる学校や集団にお

いて本研究の説明会を実施し、インフォーム

ドコンセントの得られた保護者に対して、保

存臍帯の一部提供と妊娠期の栄養状況など

を把握するためのアンケート調査に協力を

頂き、保存臍帯から分析された脂肪酸とアン

ケート調査との関係について検討を行った。 

                    

４．研究成果 

(1)妊婦へのアンケート調査 

 産婦人科で同意の得られた 102名のうち全

てのデータがそろった 98名（31.9±4.4 歳：

10代 1名、20代 27名、30代 65名、40代 5

名）の食事摂取頻度調査票の結果を図１に示

す。それぞれの年齢や活動量から算出された

基準値との比較では、これまで調査した女子

中高生と同じく、必要な栄養素が多く含まれ

た野菜や豆類、海藻類などの摂取量が少なく、

菓子類は 2倍近く、砂糖や油脂類も多く摂取

していることがわかった。 

 ここでは、菓子類の摂取量に着目し、基準

値以上と、基準値以内の群にわけ、それぞれ

脂質に関する血液データの比較を試みたとこ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ろ、基準値以上の群で中性脂肪が有意に高く、

HDL コレステロールが低い傾向を、動脈硬化

指数は高い傾向を示した。 

(2)胎盤サンプルの評価 

 出産直前の母体血と胎盤サンプルの脂肪

酸では n3/n6 比で有意(p＜0.01)の正相関を

認め、つわりの強度では臍帯の DHA/飽和脂肪

酸（S）と有意(P<0.05)の正相関を認めた。

つわりは 98人中 85名で経験があり、つわり

があった群では有意（p＜0.05）に出生時体

重が低値を示した。食習慣との関係では、簡

易食事評価の妊娠前、妊娠後期、食習慣合計

と胎盤サンプルの EPA/S で有意（P＜0.05）

の正相関を認めた。 

(3)保存されたサンプルの評価 

 アンケート調査およびサンプル採取にご協

力頂いた141名について､サンプル採取者の現

在の年齢が30未満の1群96名(男34､女62名､平

均16. 6±3. 7歳)と30歳以上の2群45名(男11､

女34名､平均44. 5±7.2歳)に分けて世代比較

で検討を行った｡低出生時体重児は10名(1群6

名､ 2群4名)で全体の7%であり､出生時体重､

在胎期間に群間で有意差はなかったが､出生

時の母の年齢は1群で有意(p<0.001)に高かっ

た｡採取した贋帯1gあたりの脂肪酸の合計は1

群が2群よりも有意(p<0.001)に高かったが､ 

n3/n6比､ P/S比共に群比較で差はなかった｡

トランス脂肪酸については､ 16:1､ 18:1､ 

18:2をそれぞれの合計で比較したところ､健

康-の影響が少ないとされる16:1は両群で有

図 1 妊婦の食事摂取頻度調査の結果 

動脈硬化指数:LDL cholesterol /HDL cholesterol ratio,  

TG: triglycerides, *:p<0.05, +:P<0.1 

図 2 妊婦の菓子類摂取と検査結果の比較 



 

 

意差はなく､18:1では1群が有意(p<0.01)に高

値を示し､18:2については検出されたのは1群

の2名のみであった｡本研究の結果として､母

子栄養環境の客観的評価指標の検討により､

世代比較での有意差が確認でき､日本におけ

る母子栄養環境の時代的､社会的変遷の重要

性を示唆する初めての知見が得られた｡ 
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